
京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2022
開催報告書

公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト
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概要
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■「京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD」とは
京丹後市内で事業を展開する、事業者や起業家がビジネスプランを
発表し、 審査員からプラン内容に関するアドバイスを受けます。
全員の発表終了後に審査を⾏い、松本重太郎賞（グランプリ）を決
定します。

■⽇時:令和4年11⽉18⽇(⾦) 10:00〜

■会場:丹後地域公⺠館
（〒627-0201 京丹後市丹後町間⼈2690番地の1 ）

■グランプリ特典
・賞⾦30万円︕
・特別協賛のアサヒグループジャパンから商品提供

■主催︓京丹後市

■後援︓⽇本取引所（東証）グループ 近畿経済産業局、デジタル庁

■特別協賛︓アサヒグループジャパン株式会社、⼤阪丹後⼈会



告知（プロモーション）
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オープニング（松本重太郎の軌跡〜京丹後から）
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司会の平野 裕加⾥さんが、松本重太郎を含む4⼈の⼈物が世に送り出した
アサヒビールの軌跡について朗読しました。
また、松本重太郎の軌跡や京丹後市についての説明も⾏われました。



ゲスト
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地域密着型 マチの携帯屋さんを創る
藤村 幸澄

前回グランプリを受賞した藤村 幸澄さんが、今年1年間の事業の取り組みにつ
いてプレゼンしました。藤村さんは、⾃⾝が携帯ショップで働いていたときに
感じていた携帯ショップの課題解決に取り組むべく、ショップ店員を辞めて地
域密着型の携帯屋さんを起業しました。今年度は新たに、スマホ教室の開催や
地⽅創⽣モバイルの開発に取り組まれたことを発表しました。



オープニング
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今年度は、5名の審査員の⽅々に審査をしていただきました。
オープニングでは、審査員挨拶の他
チャレンジャーの皆さんへコメントをいただきました。

レオス・キャピタルワークス株式会社
代表取締役会⻑兼社⻑CIO

藤野 英⼈

京丹後市⻑

中⼭ 泰

アサヒグループジャパン株式会社
顧問 グループ資料室室⻑

⽩⽯ ⾏洋

京丹後 宿 おかみさんの会

池⽥ ⾹代⼦

京丹後市商⼯会
会⻑

⾏待 佳平



チャレンジャー１番 ⼋隅 孝治
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次世代へ豊かな海を繋ぐ、
海ゴミへのアクションを仕事に
⼋隅 孝治
⼦供が産まれたことで、海が⾝近になった⼋隅さんは、海に漂着する沢⼭の
海ゴミの課題に着⽬しました。その後、綺麗な海を保つためにMOYAKOを
結成し、未来を変えるためのビーチクリーン活動を始めました。
京丹後を世界⼀学べる海のまちにするための事業プランを発表しました。



チャレンジャー２番 ⽊崎 広海
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都会の味を京丹後市に︕︕
⽊崎 広海
明⽯のクレープ屋で働いていた時にタピオカと出会った⽊崎さんは、
タピオカに魅了され、現在はタピオカの技術を習得し⾃ら作っています。
現在は、タピオカ⼯場を運営しており、地域の和菓⼦屋などにもタピオカを提供
しています。京丹後タピオカを地元の⾼校⽣に楽しんでもらうことを視野に⼊れ
た事業プランを発表しました。



チャレンジャー3番 下岡 千恵⼦
丹後の海の幸を全国へお届け〜
おいしい⿂でまるっともっと皆を笑顔に︕
下岡 千恵⼦
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お⽗さんが⽣前⾏なっていた⾏商を引き継ぎ、
⺟と⼆⼈三脚で⿂屋を経営している下岡さん。
⾃社HPを作成するほか、ふるさと納税やお⿂定期便の取り組みに挑戦するなど
して事業を拡⼤させています。京丹後の⿂を⽤いて京丹後を活性化していくため
の事業プランについて発表をしました。



チャレンジャー4番 ⽥中 栄輝
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当社の新規事業「オリーブプロジェクト」
⽥中 栄輝
⽇本のオリーブオイルは約8割のものが偽物であったり、低品質のオイルを使って
いるという課題を発⾒した⽥中さんは、⾃社で本物のオリーブオイルをつくる事
業を始めました。
オリーブ園を地⽅創⽣の⽬⽟とし、オリーブの⽊のオーナー制度を⽤いたふるさ
と納税に挑戦するアイデアを発表しました。



チャレンジャー５番 中⽥ 樹
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京丹後産クラフトグラノーラ
中⽥ 樹
中⽥さんは、グラノーラの量り売り事業を⾏っています。
今回は、京丹後の新鮮なフルーツを⽤いたグラノーラを開発し、京丹後市の
地域活性化や⾷品ロス問題への解決を⽬指す事業プランを発表しました。
今後はmade in Japanのクラフトグラノーラを⽤いて世界に挑戦する
ということを語りました。



特別企画（松本重太郎⽒を語る）
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⼤阪丹後会会⻑の挨拶

アサヒビールを世に送り出した四人の主役

松本重太郎 鳥井駒吉

外山脩造 生田 秀

国産ビール事業の育
成の必要性を唱え、

鳥井駒吉と構想を練
る実業家

鳥井駒吉の才を見出
し、渾身のサポート

でアサヒビールを誕
生させた実業家

堺の酒造家、青年実
業家で、先見の明に
優れアサヒビールを
日本一にした

本場ドイツでビール
醸造と醸造学を修得
し、本格的国産ビー
ル誕生を牽引した

松本重太郎⽒を語る（パネルディスカッション）

松本重太郎翁が初代会⻑を務めた⼤阪丹後⼈会の現会⻑である⻑島様より、⼤阪丹後⼈会
の創設は１２３年前で約１５０名の会員が集まり郷⼟貢献活動などされておられることな
どお話いただきました。次にスペシャル企画として松本重太郎翁とゆかりの深いアサヒ
ビールの⽩⽯⽒を中⼼にトークセッションを⾏いました。また、審査員それぞれの⽬線で
次の通り、松本重太郎翁についての思いが語られました。藤野⽒からは、現在シリアルア
ントプレナーが活躍してるが、松本重太郎⽒は規格外。中⼭⽒からは、公益資本主義、
ESG投資の⼤切さなど、新しい概念にすでに扉を開いていた。⽩⽯⽒からは、⼤恐慌の最
中国産ビールを作った⽴役者。⾒込んだ若者を徹底的に応援していたというエピソード。
池⽥⽒からは、受けたご恩はしっかり返す⽅。⾏待⽒からは、明治は⽇本のエネルギーが
爆発した時代。世界でも類を⾒ない、⽇本の発展を成し遂げた⽅。
最後に投資家として、藤野⽒からは「事業家が集まった現場を⾒てきたかった。」事業家
として⽩⽯⽒からは「社会的存在意義が重要である」とコメントがあり、有意義なパネル
ディスカッションとなりました。



チャレンジャー６番 ⾜⽴ 樹律
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地域や観光客のコミュニティのハブを
担うサウナ屋
⾜⽴ 樹律
⾃⾝の⾝体を壊したことをきっかけにサウナに通い始めた⾜⽴さんは、
⼈々の余⽩を⽣むためにサウナ事業を始めることを志ました。
サウナの貸切事業なども⾏っており、サウナを地⽅創⽣の武器にするための
事業プランについて発表をしました。



チャレンジャー７番 由良 拓⾺

京丹後発︕ワインデリバリー
由良 拓⾺
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由良さんは、京丹後発のワインデリバリーを⾏う事業プランを発表しました。
QRコードを読み取るだけでどこへでもデリバリーができる仕組みについて
説明を⾏った他、ノンアルコールワインの提案も⾏いました。
実際に由良さんが製造しているノンアルコールワインを審査員に提供したところ
好評をいただきました。



特別発表
同志社⼤学 伊藤萌々 坂本綾⾹
ゼミ合宿で京丹後市を学⽣のまちに！

京丹後市で⾏ったオール同志社教育推進プログラムにて優秀賞を獲得した同
志社⼤学の伊藤さんと坂本さんが発表を⾏いました。
「#交わる、感動、京丹後」をテーマに、関⻄の⼤学⽣をターゲットとした
観光客が落ち着く時期（春・秋）の旅⾏プログラムを提案しました。
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審査員
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審査委員⻑ 藤野 英⼈

審査員 ⾏待 佳平

審査員 中⼭ 泰

審査員 ⽩⽯ ⾏洋 審査員 池⽥ ⾹代⼦



フィナーレ（松本重太郎賞・アサヒビール特別賞）
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審査員の厳正なる選定の結果、「地域や観光客のコミュニティのハブを担うサウナ屋」というテーマで発表をした
⾜⽴ 樹律さんがグランプリ（松本重太郎賞）を受賞しました。また、当⽇、審査員により急きょ創設された
アサヒビール特別賞は「京丹後産グラノーラ」というテーマで発表をした中⽥ 樹さんが受賞しました。



フィナーレ
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写真（司会者）
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写真
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出演者
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藤野 英⼈(レオス・キャピタルワークス（株） 代表取締役会⻑兼社⻑ CIO)

中⼭ 泰(京丹後市⻑)

⽩⽯ ⾏洋(アサヒグループジャパン（株）顧問 グループ資料室 室⻑) 

池⽥ ⾹代⼦(京丹後 〇おかみさんの会) 

⾏待 佳平(京丹後市商⼯会 会⻑) 

JAPAN CHALLENGER JAPAN CHALLENGER 審査員

司会

①次世代へ豊かな海を繋ぐ、海ゴミへのアクションを仕事に
⼋隅 孝治

②都会の味を京丹後市に︕︕
⽊崎 広海

③〜丹後の海の幸を全国へお届け〜
おいしい⿂でまるっともっと皆を笑顔に︕
下岡 千恵⼦

④当社の新規事業「オリーブプロジェクト」
⽥中 栄輝

⑤京丹後産クラフトグラノーラ
中⽥ 樹

⑥地域や観光客のコミュニティのハブを担うサウナ屋
⾜⽴ 樹律

⑦京丹後発︕ワインデリバリー
由良 拓⾺

藤村 幸澄
（京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2021グランプリ受賞者）
同志社⼤学 伊藤 萌々、坂本 綾⾹

平野 裕加⾥（フリーアナウンサー、タレント、有限会社LIBRA代表）

仲⽊ 威雄（公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト専務理事）

ゲスト

宿



スタッフ（組織図）
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総合プロデューサー・演出・⾳楽・映像︓中川直洋

チーフディレクター︓東⽥⼀起

ディレクター︓夛⽥ 健⼈ 奥川季花、柴⽥花菜、濱⽥祐太

アシスタントディレクター︓伊藤 萌々 坂本 綾⾹

映像制作︓藤原徹也

⾳響・映像制作︓杉⼭亮太、河井 吉正 島崎 雅之

場内スタッフ︓藤村幸澄 堀井 和輝

運営スタッフ⼀覧
【敬称略】

チャレンジャー

MC

平野 裕加⾥
仲⽊ 威雄

PC操作
JCP

⼩林テレビ
⾳響・照明

杉⼭ 亮太

舞台監督

東⽥ ⼀起
JCP

受付

濱⽥ 祐太
藤村 幸澄

チャレンジャー対応

濱⽥ 祐太
JCP

プロデューサー・演出

中川 直洋
JCP

⽚付け

全員

ゲスト・発表者

藤村 幸澄

同志社⼤学
伊藤 萌々  
坂本 彩⾹

⼋隅 孝治
⽊崎 広海 
下岡 千恵⼦
⽥中 栄輝 
中⽥ 樹 
⾜⽴ 樹律
由良 拓⾺

⼩林テレビ

収録

河井 吉正

審査員

藤野 英⼈
中⼭ 泰
⽩⽯ ⾏洋
池⽥ ⾹代⼦
⾏待 佳平

JCP

審査員・チャレンジャー介添え

柴⽥ 花菜

JCP

審査員対応

濱⽥ 祐太

会場誘導
JCP

奥川 季花

⼩林テレビ

撮影

島崎 雅之
JCP

スポットライト

中川 直洋

濱⽥ 祐太
堀井 和輝

タイムキーパー

伊藤 萌々
同志社

JCP

台本作成

中川 直洋
JCP

進⾏テキスト作成

夛⽥ 健⼈

映像作成

藤原 徹也
JCP

アシスタント

藤本 恵⼦

同志社

記録写真

坂本 綾⾹


